
工学院大学のキャリア形成・就職支援の取組

令和8年度「全国キャリア教育・就職ガイダンス」パネルディスカッション
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工学院大学 教育推進機構国際キャリア科
二上 武生(ニカミ タケオ)

【ご説明させていただくキーワード】
教育と就職活動の連携・教職協働
学び・研究を活かしたキャリア形成・就職支援
生成AIの活用
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（「2026年度授業実施全体方針」蒲池副学長より）

☛工学院大学が目指すこと



3

（「2026年度授業実施全体方針」蒲池副学長より）

☛工学院大学が目指すこと
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☛キャリア形成支援・就職活動支援について

・キャリア教育とは低学年から就職活動支援を行うことではない

・「大学での学び・研究を活かしたキャリア形成・就職活動支援」を指針
→大学での様々な学びをいかした進路選択ができるようになる
→大学で学んだことを、自信をもって語ることができるようになる

■｢自己理解｣支援

■｢社会理解｣支援

■｢学習動機形成｣支援

■｢進路選択｣支援

■｢選考対策｣支援

■｢行動促進・行動管理｣支援

■｢自己成長｣支援

キャリア形成支援 就職活動支援

大
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学業→研究→就職活動

【キャリア形成支援・就職活動支援の全体像】

※「経験→内省」のサイクル

大学で学修したことを自ら説明できる
「学修ポートフォリオ」の実質化 etc.

低学年インターンシップ etc.

専門科目との連携 etc.

様々な活動機会の提供 etc.
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1.研究テーマを直接活かす

2.研究活動や専門で培った専門技術を活かす

3.専門基礎知識を活かす

4.理工系の学びを活かす

5.大学生活で培った力を活かす

ex.実験技術、調査方法、設計技術、情報処理技術、統計処理技術

ex.機械・化学・電気電子・建築・情報処理に関わる基礎知識、専門領域に関する考え方（視点等）

ex.数字に強い、科学的思考法、学び方を学ぶ

ex.課外活動でのコミュニケーション能力

直接的
（狭義）

間接的
（広義）

より大学院生

より大学院生

「大学での学び・研究を活かした就職」とは？

「大学での学び・研究を活かした就職」には、専門知識から理数系の基礎知識等、幅広い活かし方がある
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☛生成AIの活用

 キャリア形成支援から就職支援へのハブ（大学での学びの就職活動への落とし込み）
 効率化ではなく教育的視点→言語化をとおして学生の自己内省を支援すること（思考負荷をかけさせる）
 AIに任せること、学生にやらせること、教職員が行うことの役割分担
 学生の適切な活用を促すためのプロンプト制御を組み込む


